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1. 現況把握 
(1) 都市の現況 

1) 位置・地勢 

甲賀市(以下、本市とする。)は、滋賀県東南部に位置し、大阪・名古屋から 100km 圏内にあり、近

畿圏と中京圏の中間にあるため、近畿圏と中京圏をつなぐ広域交通拠点の要衝となっている。本市

は東西約 43.8km、南北約 26.8km、総面積 481.62 ㎢と県土の約 12％を占めている。 

本市の東南部は、標高 1,000ｍを超える山々が連なる鈴鹿山脈により、西南部は信楽盆地とこれ

らに続く丘陵性山地により各々三重県、京都府に接している。特に、鈴鹿山系を望む丘陵地で、野洲

川・杣川・大戸川沿いに平地が開け、また森林も多く琵琶湖の水源涵養、水質保全にも重要な地域

となっている。 
 

 
 

図－本市の位置 
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2) 人口 

本市の人口は 88,358 人(令和 2 年)であり、地域別では、水口地域が最も多く(40,765 人)、甲

南地域(20,293 人)、信楽地域(10,909 人)、甲賀地域(9,471 人)と続き、最も少ないのが土山地

域(6,920 人)となっている。昭和 55 年以降、本市の人口は増加傾向にあり、特に平成 2 年～平成

7 年にかけて、水口地域や甲南地域での人口の増加がみられた。しかし、平成 17 年をピークに以降

は人口が減少している。 

高齢者人口は、24,909 人(令和 2 年)であり、地域別では、水口地域が最も多く(9,481 人)、次

いで甲南地域(5,556 人)、信楽地域(3,887 人)、甲賀地域(3,383 人)、土山地域(2,465 人)と

なっている。 

 
資料：国勢調査(S55～R2) 

 

図－市全体人口の推移 

 
資料：国勢調査(S55～R2) 

図－高齢者人口の推移  
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3) 人口集中地区(DID) 

人口集中地区(DID)は、平成 12 年の時点では水口地域を中心に構成されていたが、平成 17 年

にかけて国道 1 号北側へ拡大し、令和 2 年に水口地域の一部が新たに人口集中地区となっている。 

 

表－人口集中地区の推移 

資料：国勢調査(H12～R2) 

 

 
資料：国勢調査(H12～R2) 

図－人口集中地区の変遷 

  

地区 
平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 

水口 甲南 全体 水口 甲南 全体 水口 甲南 全体 

面積(ha) 250 - 250 280 90 370 277 93 370 

人口(人) 9,949 - 9,949 10,875 5,845 16,720 10,617 5,944 16,561 

地区 
平成 27 年 令和 2 年 

水口 甲南 全体 水口 甲南 全体 

面積(ha) 290 93 383 635 88 723 

人口(人) 11,815 5,960 17,775 12,465 5,923 18,388 
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4) 人口密度及び町丁目別人口 

人口密度は水口地域が高くなっており、近江鉄道沿線で 20 人/ha 以上、貴生川駅周辺で 40 人

/ha 以上となっている。また、甲南地域の希望ケ丘、耕心、深川と甲賀地域の拝坂で人口密度が高く

なっている。 

町丁目別の人口では、水口地域の水口町山の住宅地や信楽地域中心部で 3,000 人以上となっ

ているほか、JR 貴生川駅、JR 甲南駅、JR 寺庄駅周辺に人口が集中している。 

 

 
資料：国勢調査(R2) 

図－水口地域周辺の人口密度 
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資料：国勢調査(R2) 

図－甲賀市の町丁目別人口
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5) 都市計画区域 

本市の都市計画区域は、甲賀都市計画区域と土山都市計画区域、信楽高原都市計画区域の 3

つの都市計画区域から構成されている。 

各都市計画区域における市街化区域の面積は、甲賀都市計画区域が最も大きい。 

 

表－都市計画区域の設定状況 

都市計画区域 
都市計画域 

(ha) 

市街化区域 

(ha) 

市街地化区域 

構成比(％) 

市街地化 

調整区域(ha) 

甲賀都市計画区域 19021.0 1534.9 8.1 17486.0 

土山都市計画区域 2900.0 - - - 

信楽高原都市計画区域 3267.0 - - - 

合計 25188.0 1534.9 6.1 17486.0 

※甲賀都市計画区域は市街化区域面積、土山及び信楽高原都市計画区域は用途地域面積を集計 

資料：滋賀の都市計画 2021(R3) 

 

 
資料：滋賀の都市計画 2021(R3) 

図－都市計画区域  
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6) 市街地の開発状況 

市街地の開発状況は、現在 18 の土地区画整理事業が施行・完了している。また、民間開発地で

は平成 27 年度以降水口地域、甲賀地域及び甲南地域で宅地が造成されており、水口地域で最大

5.71ha となっている。 

 

表－土地区画整理事業 
事業地区名 事業主体 面積(ha) 施工期間 進捗 

貴生川 市 12.2 S55～60 完了 

大原市場 市 12.2 S62～H12 完了 

名坂 組合 27.0 S52～S58 完了 

川原田 組合 7.2 S59～S62 完了 

大明 組合 9.1 S63～H3 完了 

貴生川第二工区 組合 13.8 S63～H10 完了 

中邸 組合 6.1 H5～H11 完了 

泉 組合 24.6 H6～H17 完了 

高塚 組合 1.2 H7～H9 完了 

虫生野 組合 5.7 H13～H18 完了 

的場 組合 4.5 H13～H17 完了 

寺庄駅周辺 組合 8.4 H15～H26 完了 

甲南台 東陽開発 52.7 S49～S55 完了 

貴生川第 3 団地 日本勤労者住宅協会 2.3 H11～H13 完了 

水口 住宅・都市整備公団 79.6 S59～H5 完了 

水口第二 都市基盤整備公団 90.9 H6～H20 完了 

貴生川西内貴 組合 5.1 H26～R2 完了 

甲賀北 組合 15.5 H30～R3 完了 

資料：滋賀の都市計画 2021(R3) 
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表－民間開発地(平成 27 年度以降) 
地区名 予定建築物 面積(ha) 開発許可年度 

水口地域 

水口 
分譲宅地 33 区画 0.93 平成 28 年度 

分譲宅地 41 区画 1.22 平成 30 年度 

西林口 分譲宅地 2 区画 0.06 平成 28 年度 

鹿深 分譲宅地 42 区画 1.19 平成 29 年度 

新城 

分譲宅地 5 区画 0.14 平成 29 年度 

分譲宅地 10 区画 0.25 令和元年度 

分譲宅地 8 区画 0.19 令和 2 年度 

分譲宅地 11 区画 0.30 令和 2 年度 

八光 分譲宅地 12 区画 0.28 令和元年度 

梅が丘 分譲宅地 13 区画 0.26 令和 2 年度 

名坂 分譲宅地 5 区画 0.12 令和 2 年度 

高塚 分譲宅地 12 区画 0.25 令和 2 年度 

暁 分譲宅地 12 区画 0.29 令和 3 年度 

宮の前 分譲宅地 18 区画 0.45 令和 3 年度 

甲賀地域 大原市場 分譲宅地 12 区画 0.28 令和 2 年度 

甲南地域 

野田 

分譲宅地 11 区画 0.29 平成 27 年度 

分譲宅地 5 区画 0.12 平成 27 年度 

分譲宅地 4 区画 0.10 平成 27 年度 

分譲宅地 8 区画 0.21 平成 27 年度 

分譲宅地 5 区画 0.18 平成 28 年度 

分譲宅地 19 区画 0.55 平成 28 年度 

分譲宅地 8 区画 0.20 平成 28 年度 

分譲宅地 8 区画 0.21 平成 30 年度 

分譲宅地 10 区画 0.27 令和 2 年度 

分譲宅地 5 区画 0.21 令和 2 年度 

分譲宅地 7 区画 0.17 令和 3 年度 

分譲宅地 6 区画 0.15 令和 3 年度 

寺庄 

分譲宅地 11 区画 0.21 平成 28 年度 

分譲宅地 8 区画 0.18 平成 30 年度 

分譲宅地 12 区画 0.38 令和 3 年度 

竜法師 分譲宅地 8 区画 0.26 平成 30 年度 

資料：甲賀市（都市計画課） 
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資料：滋賀の都市計画 2021(R3) 

図－市街地開発状況 
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7) 土地利用状況 

本市の土地利用は、その他を除くと、山林や田畑の自然的土地利用の割合が多い。宅地は市全体

の 4.9%である。雑種地としてゴルフ場用地面積の割合が多い。 

 

表－土地利用区分 
土地利用 面積(ha) 割合(%) 

田 4,943.0 10.3 

畑 1,036.1 2.2 

宅地 2,342.8 4.9 

池沼 113.6 0.2 

山林 11,081.0 23.0 

牧場 15.4 0.0 

原野 472.4 1.0 

雑種地 

ゴルフ場用地 1,130.6 2.3 

遊園地等用地 0.0 0.0 

鉄軌道用地 63.1 0.1 

その他 955.2 2.0 

その他 26,008.7 54.0 

合計 48,162 100.0 

資料：甲賀市統計(R3) 
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資料：国土数値情報(R3) 

図－土地利用状況
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8) 産業 

① 工業 

ア 事業所数及び従業員数 
事業所数は平成 27 年をピークに減少傾向にあり、令和元年時点では 339 箇所となっている。従

業員数は平成 23 年から増加傾向にあり、平成 28 年に一時的に微減しているものの、平成 29 年

以降は 17,000 人台で推移している。 

 

 
資料：工業統計(H23～R1) 、経済センサス(H28～R3) 

図－事業所数及び従業員数の推移 

 

イ 製造品出荷額 
製造品出荷額は、平成 24 年～平成 30 年にかけて増加傾向だったものの、令和元年時点では約

1,011,238 百万円と平成 30 年から減少している。 

 

 
資料：工業統計(H23～R1) 、経済センサス(H28～R3) 

図－製造品出荷額とその推移  

365 370 363 361
390

343 355 347 339 326

14,753
15,641 15,735 16,126 16,591 16,414

17,131 17,330 17,418 17,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

0

100

200

300

400

500

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3

従
業
員
数
（
人
）

事
業
所
数
（
箇
所
）

事業所計 従業員数

800,247

689,052
734,347

808,035

974,213 938,960
1,025,764

1,093,487

1,011,238
942,547

0

300,000

600,000

900,000

1,200,000

1,500,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3

製
造
品
出
荷
額
（
百
万
円
）



13 

② 商業 

ア 商店数・従業員数 
平成 11 年をピークに事務所数、従業員数ともに平成 24 年にかけて減少している。平成 26 年以

降は徐々に回復しており、令和 3 年時点では、事業所数は 816 か所、従業員数は 6,218 人となっ

ている。 

 

 
資料：商業統計(H9～H26)、経済センサス(H28～R3) 

図－商店数と従業員数の推移 

 

イ 商品販売額 
商品販売額は平成 11 年から平成 19 年にかけて増加傾向を示していたが、平成 24 年は大きく

減少している。平成 28 年には平成 19 年水準に回復しており、約 150,000 百万円となっている。 

 

 
資料：商業統計(H9～H26)、経済センサス(H28～R3) 

図－商品販売額とその推移  
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